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システム化概要

紐付け

基盤
3次元⾼精度地図

エネルギーバリューチェーン
の最適化

インフラ維持管理・更新・
マネジメント技術

レジリレントな防災・減災
機能の強化

等

⾃動⾛⾏システム⾃動⾛⾏システム

ドライバードライバー
まわりの交通参加者

社会

Interaction

【HMI】【交・内科02】

⾃動⾛⾏技術を活⽤したバス

【次世代都市交通システム】
【交・内科05】

歩⾏者位置検知

【歩⾏者事故低減】
【交・内科04】

現実空間
【ダイナミックマップ】

【交・内科01】

バックドア
解析・検知

暗号技術 評価・認証
制度

【セキュリティ】【交・内科03】

サイバー空間 他分野とのデータ連携等

重要インフラ等における
サイバーセキュリティの確保

共通プラットフォーム

気象庁HPより

⾃律型モビリティ
システム（通信

技術）
【交・総01】

インターフェース整備【交・国01 】

データ解析に
よる渋滞予測等
【 ①・⽂04 】

過疎地での移動、隊列⾛⾏
などのビジネスモデル構築等

【交・経01 】

現代社会が直⾯する道路交通分野の諸課題（交通事故低減、渋滞の緩和、⾼齢者等の移動
⼿段確保、物流業界等でのドライバー不⾜への対応など）に対するブレークスルーとして、「⾼度道路
交通システム」の発展、とりわけ⾃動⾛⾏システムの継続的な技術開発等を推進。
 ⾃動⾛⾏システムの開発に係る重要課題への集中的取組（ダイナミックマップ、ＨＭＩ※など）
 ⾃動⾛⾏システムに係る⼤規模実証実験等の推進
 Society5.0に向けた取組
 ⾃動⾛⾏システムを⽀える関連技術・システム開発、実証推進、応⽤実装・ビジネスモデルの確⽴ 等

ⅱ）⾼度道路交通システム

※ HMI：Human Machine Interface
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健康等情報の利活⽤による予防・医療・介護･⽣活環境等へのサービス等を⼀体的に提供される地
域の構築を⽬指す。
 収集されたデータ等の応⽤による効果的なサービス提供と⾃律型モビリティ等の開発によって、介護

従事者含む介護現場の負担軽減を⽬指す。
 住宅･街等のくらし環境の基盤整備を通じて、地域における住⺠のアクティビティの増⼤を図る。

ⅲ）健康⽴国のための地域における⼈とくらしシステム

システム化概要
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移動支援
【警、交・総01 】

自立支援
【厚、地・経02】

ｾﾝｼﾝｸﾞ技術【地・経01】
IoT機器等からの情報

3次元地図・測位
【地・国01、地・国02】

ｾﾝｼﾝｸﾞ技術（ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ血圧ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ）
【地・経01】

ｼｽﾃﾑ利用ｽｷﾙ、
多職種連携ｽｷﾙの習得

【地・厚01】

ｼｽﾃﾑ利用ｽｷﾙ、
多職種連携ｽｷﾙの習得

【地・厚01】

地域社会の活性化
地域の実情や個⼈の

ニーズに合致したより付
加価値の⾼いサービス
として地域住⺠に還元

次世代医療ICT基盤
【官房、地・総02、①・文04、

厚】

救急自動車最適運用システム
【地・総01】

フィジカル

（現実）空間

双方向
情報共有

次世代ICT基盤を介

した情報共有、コミュ
ニケーション支援

サイバー（情報）空間

次世代解析技術
【官房、交・総01､①・総01、①・総05、

①・文04、①・経01、①・経02】

IoT共通基盤技術
【①・総02】
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ⅰ）新たなものづくりシステム
•我が国の強みである設計・⽣産技術のさらなる進化に加え、それらとＩｏＴやビッグデータ、
ＡＩ等のICTとを融合させ、サプライチェーン全体にまたがるプラットフォームを構築

•潜在的なニーズを先取りした製品企画・設計、⾼速・⾼精度の加⼯や匠の技術を活⽤した⽣
産技術等によって、⾼品質・⾼付加価値の製品・サービスを迅速に提供することで、事業の拡
⼤や新ビジネスを創出し、産業競争⼒の強化、地域雇⽤の拡⼤、経済社会の活性化を実現

システム化概要

開発

喜び・感動

IoT/プラットフォーム

新たな
ものづくり
システム

ユーザ
⽣産・加⼯

サービス

第２章（１）持続的な成⻑と地域社会の⾃律的な発展
Ⅲ ⅰ）新たなものづくりシステム

第２章（１）持続的な成⻑と地域社会の⾃律的な発展
Ⅲ ⅰ）新たなものづくりシステム

調達・
製造

販売
物流

製品企画 ・設計
•ニーズ、デライト品質に基づく
設計⼿法 【も・内科01】

•脳活動・情報を⽤いた評価
技術 【も・総01】

•新構造、複雑形状を実現する
⽣産・製造技術 【も・内科01】

•⾦属３D造形 【も・経03】
•レーザ技術 【も・経01】
•海事産業の⽣産⾰命【①・国03】

• 新たなIoT時代に対応した通信・ネットワーク技術 【①・総02】
• IoT社会を実現するための共通基盤技術 【①・経01】
• スマート⼯場実証事業 【も・経02】

ロボット・⼈⼯知能（AI)
•市場ニーズに対応したロボット【も・経04】
•AIを活⽤したロボットの知能化【①・経02】
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•輸出産業の主⼒である素材産業の国際競争⼒の向上には、他国が容易に追従できない⾰
新的材料を創出可能な計算・データ科学を駆使する新たな研究開発システムの構築が必要

•信頼性の⾼い材料データベースと、要求性能を満⾜する材料を⼤量のデータから探索する技
術、性能予測する技術等を統合した材料開発システムを構築

•⾰新的な物質・材料の創⽣と研究開発期間の短縮を実現し、素材産業の競争⼒を強化

そ

材料開発・生産（素材産業） 製造業 市 場

材料DB 材料性能
予測DB

実験・分析・
評価DB

(１) 信頼性の高い
材料DBの構築

材料探索
モジュール

性能予測
モジュール.

(３) 高速で高効率
な材料試作、計測・
評価技術

(２) DBを活用した材料開発技術

統合型材料開発システム【内閣府・文科・経産省】
材・内科01、材・文01、材・経01、材・経02、①・文04

Output：
要求性能
を満たす
材料・
プロセス
（計算）

情報統合型物質・材料開発イノベーションハブ（NIMS)／AI研究センター（AIST)／大学

情報・計算科学（AI含む）の適用

ニーズ

シーズ/新材料

候補材の高速
試作・評価と結
果のフィードバッ
ク

素材産業*)の強化と新市場の創出

Input：
ほしい機能/性能

評価：OK

革新的材料を
短期間で開発

*)輸出総額（約76兆円@2015年）
の20%以上を占める

蓄電池材料

磁性材料

伝熱制御
材料

有機材料

材料のパフォーマンスまで予測可能

新製品

ⅱ）統合型材料開発システム

システム化概要
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構造材料

ニーズ
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